画像電子学会　第4回AVシステム品質評価SGメモ

日時：2000年6月19日(月), 10:00-12:00

場所：全国たばこビル 6F 

出席者：小町（松下電送），渡辺（NHK），大賀（富士通研究所），

一井 (東京大学)，池田（千葉大学）

配布資料

(1) 第3回AVシステム品質評価SGメモ (主査)

(2) オーディオ系の評価 (芝浦工業大学、大賀)

議題：

(1) 研究会講演者について

的場、講演者変更の可能性、一井委員にお願いし、連名とする案。

ネットワーク、システム、機器に大分けする

(2) 研究会に関する打ち合わせ

会場の設営（OHP, Video projectorなど）は大賀委員に依頼した。 受付けは学会事務局員にお願いする。

(3) オーディオ系の品質評価 (大賀委員)

資料(2)に基づいて、アナログ電話信号の評価方法、現在の電話信号の評価方法、MPEGシステムでの評価方法、携帯通信システムでの評価法について報告があった。関連して以下の資料が提示された。

· 画像＆音声圧縮技術のすべて、インターフェース増刊、Vol.4 Tech I(2000-02)

· 北脇信彦：音のコミュニケーション工学、音響学会編、コロナ社 (1996-08)

· PEAQ – The ITU Standard for Objective Measurement of Perceived Audio Quality, J. Audio Eng., Soc., Vol. 48, No. 1/2, 2000 客観評価による主観評価の置き換え。

目的：TV電話、AV会議、放送におけるオーディオ品質評価。

(4) オーディオビデオシステムにおける品質評価（的場委員・一井委員）

一井委員にMBoneの紹介をしてもらった後, IP/TV, scalability, 運用, AV integration,評価すべきポイント, Best effortにおける評価基準の決め方等について意見を交換した。

NP提案に関する検討をおこなう。

Internet 2: 新しいアプリケーションを促す。Virtual reality (40Mbps/200Mbps)

I-net会議（日経）Service level agreement.

(5) 今後の予定

研究会原稿は7月18日までにWord or HTML, PDFで事務局へ。

(6) 次回会合： 7月24日　14:00-17:00

最終原稿まとめ

次々回：8/21(Mon) 14:00-17:00

